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１．はじめに 

我が国では近年、自然資源の枯渇から砕石砕砂が生コンの骨材として用いられることが一般的となってい

る。骨材用の砕石砕砂の製造工程では湿式洗浄で細粒分の除去を行うことが多く、このとき細粒土を多量に

含んだ汚泥が残渣として発生する。この残渣は濃縮沈澱後、フィルタープレスにかけられ脱水ケーキとして

処分されているのが一般的である。 

一方、流動化処理土の製造では残土を解泥し泥状土を製造するのに大きな労力とコストをかけていたが、

この砕石・砕砂の製造工程で発生する濃縮汚泥が適切な管理方法と製造方式を採用すれば流動化処理土の良

質な材料として再利用できる。このことに着目し静岡市内の砕石工場で発生する洗浄汚泥を用い、現地に簡

易なプラントを設置し流動化処理土の製造を行ったので報告する。 

２．発生する濃縮汚泥の性状  

 この工場での洗浄汚泥の排出過程 

を図－１に示す。貯泥槽に貯蔵され 

た泥水は通常はフィルタープレスへ 

送られ、脱水処理され脱水ケーキと 

して処理される。発生する濃縮汚泥 

の密度はその日の骨材の製造量や凝 

集沈殿剤の添加量により変化し、概 

ね 1.38～1.53g/cm3である。含まれる 

土粒子の物理性状を表－１に示す。 

   表－１ 汚泥の物理試験結果           図－１ 洗浄汚泥の処理工程 

 

 

 

 

 

 

 

泥水密度を 1.30，1.35，1.40，1.45 g/cm3 に調整し、フロー 

試験と P ロート試験を行った。結果を図－２に示す。泥水密度 

が 1.30 g/cm3 以上では粘性係数は 1000 N/m2･S 以上と推定さ 

れ 2)、流動化処理土の原料である泥状土として使用できると判      図－２ 泥水の試験結果 

断される。また、密度が 1.4 g/cm3 を越えると、急激に粘性が大きくなり流動性が低下する。 

３．流動化処理土の性能                

 密度を 1.30，1.35，1.40，1.45 g/cm3 に調整した泥水に固化材（高炉 B種セメント）を 100 kg/m3 添加し

流動化処理土を製造した。図－３に泥水密度と処理土の密度の関係を、図－４に泥水密度と処理土のフロー

値およびブリーディング率の関係を示す。泥水密度 1.35 g/cm3 未満の泥水は配合上流動化処理土の密度規定 
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（1.40 g/cm3 以上）1)を満足しない。泥水密度 1.35 g/cm3 以上の泥水は密度規定を満足し、ブリーディング率

が 1.0% 未満となる。泥水密度が 1.45 g/cm3 を越えると流動性が低下し、夏季に施工上の問題が発生するお

それがある。その場合、水で希釈する必要がある。 

図－５に泥水密度と流動化処理土の一軸圧縮強さの関係を示す。泥水密度が 1.35 g/cm3 を越えると、固化

材添加量の調整で一軸圧縮強さ(300 kN/m2)も満足することが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 泥水密度と処理土密度  図－４ ﾌﾛｰおよびﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ  図－５ 泥水密度と一軸圧縮強さ 

４．現位置簡易プランントでの流動化処理土の配合                

 この泥水（洗浄汚泥）を原料として流動化処理土 

を製造する場合、泥状土を製造するための解泥設備 

が不要となる。また既存の研究成果から 3)、液体同 

士であればトラックミキサー車で混合が可能なこと 

が確認されているため、セメントスラリーを製造す 

る小型ミキサーが手配できれば、大型ミキサーの調 

達は不要となり現位置プラントを大幅に簡略化でき      図－６ 現位置プラント概念図 

る。すなわち図－６のような簡易なシステムが可能となる。 

 この簡易プラント方式では泥水が工場から供給されるため、密度等の品質を流動化処理土の製造側で管理

できない。そのため供給される泥水密度に応じた配合をあらかじめ準備しておく必要がある。この工場で供

給される泥水密度は概ね 1.4 g/cm3  前後であること、泥水密度が 1.37～1.42 g/cm3（処理土密度で 1.41～1.45 

g/cm3）であれば流動性にも材料分離特性にも基準を満たす流動化処理土が製造できることから、表－２に示

すトラックミキサー車１台（4.7 m3）当たりの現場配合表を作成し対応することとした。 

５．まとめ                      表－２ 現場配合表 

 砕石製造工場では残渣として処

分しなければならない洗浄汚泥が、

上記の管理方法と製造方式を適用

すれば基準を満たす流動化処理土

の良質な原料土となることが実証

された。今回は処理土密度が 1.40 

g/cm3 以上の規格の処理土の製造

を行ったが、今後、同じ洗浄汚泥を使用し、密度が 1.50 g/cm3 および 1.60 g/cm3以上の規格にも対応できる

ように、砂を混入する、いわゆる調整泥水式流動化処理土の配合と製造方法の開発を行う予定である。 
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１台（4.7 m3 ）当たりの現場配合 使用する泥水
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